公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会
第9回 学自研学生委員会 議事録
2013年12月14日
1．概要 

日  時：2013年12月14日(土) 15:00～17:00 

場  所：工学院大学 新宿キャンパス A-1161教室
参加者：
神奈川工科大学

三木・新木・宮本
国士舘大学

中山
芝浦工業大学

秋葉・廣兼
東京農工大学

帷子
東京大学


酒井
東京電機大学

寺岡
日本大学


中島
工学院大学

只野・長澤
東京理科大学

西脇
関東学院大学

早乙女
横浜国立大学

鈴木・宮澤
 (敬称略・OP会員略)
2．配布資料
1 事前資料
2 企画報告書
東京モーターショー取材レポート，タイ国際交流報告書
3 企画書
新井支部長による特別講演会企画書，建設重機に関する見学会企画書
　④学術講演会ポスター
　　学自研活動紹介，台湾国際交流，企画進行プロセス
3．議題
3.1 企画報告
3.1.1 東京モーターショー取材
3.1.2 タイ国際交流
3.1.3 二輪車研修
3.2 今年度の企画に関して
3.2.1アライ工場見学会
3.2.2タイヤ工場見学
3.2.3東京オートサロン見学
3.2.4新井支部長による特別講演会
3.2.5 建設重機見学会
3.2.6 戦車試乗会
3.2.7 パーソナルモビリティ
3.3 学術講演会に関して
3.3.1 ポスター
3.3.2 アンケート
3.4 次回委員会開催日程
3.5 その他
4 企画報告
4.1 東京モーターショー取材
・帷子と中山より報告があった．
・商用車の取材レポートは作業途上である．
・現在は取材レポートのみ配信されているが，今後通常の形式の報告書1枚も作成する．
・プレスデーでの取材に関してはまとめ方を協議しており，年内にはまとめる予定である．
・web上では特別招待日とプレスデーは別れた企画として掲載しているが，報告書は最初にサマリーを設けて，2つ分の報告書をまとめる形で掲載する．
・委員会後に担当者で更に検討する予定である．
4.2 タイ国際交流
酒井より報告があった．詳細は報告書を参照のこと．
4.3 二輪車研修
・帷子より，口頭にて簡易に報告があった．
・1名がバイク乗車中の転倒により打撲した．けがは軽微であったが現状は不明であるため，のちに担当者が確認する．
・上記以外は問題なく企画終了した．
5 今年度の企画に関して
5.1 アライ工場見学会
・参加者は定員まで人数が集まった．
・先方の担当者が出張により不在のためやりとりは実施直前になるが，日程は決まっているため，参加者へ新しく連絡するべき内容は特に無い予定である．
5.2 タイヤ工場見学
見学先であるブリヂストンの工場が改修されるため，今年度及び来年度の見学はできなくなった．
5.3 東京オートサロン見学
・現在のところ参加希望者はゼロである．1次申し込み締め切りは12月21日までとしている．
・東京モーターショー取材の参加者に連絡するなど，積極的に参加者を集めたい．
5.4 新井支部長による特別講演会
・講演会候補日について先方より，可能なら4月か5月に移してほしいとの要請があった．また，学生フォーミュラに参加している学生も参加してほしいとの意向である．
・学自研大会に合わせて，4月20日頃に行う．
・できるだけ大きな教室を確保する．
・学生フォーミュラチームへの告知は，田渡理事もしくは本多先生経由で自技会関東支部から行う．
・規模が大きくなるため，質問に関しては参加者より事前に収集し，質疑応答の時間も長めに取る．
・参加資格は自技会会員とする．
・企画担当者4人のうち3人が企画実施段階で卒業するため，新たに酒井が担当者に追加された．
5.5 建設重機見学会
・企画の進行度が悪く，開催予定が伸びる可能性がある．
・タイヤ工場見学がなくなったため，その空白に合わせ開催予定を3月以降にずらすことを検討している．
5.6 戦車試乗会
・防衛省には打診を初めている．
・日程に関して，年度初めの企画は少ないため6月頃を目安に先方に打診する．
・講演に関して，メーカの技術者が公演することは機密の関係上難しいと考えられるため，防衛省の方にお願いする．企画の趣旨を考え，何を講演で聞きたいのかをこれから決める．
5.7 パーソナルモビリティ
・トヨタと日産それぞれのパーソナルモビリティ体験を一つの流れとして行う企画に興味があるか，各自考えてくる．
6 学術講演会に関して
6.1 ポスター
・現在配信されているのが，学自研活動紹介，台湾国際交流，企画進行プロセスの3枚である．
・文書の削減，略号の活用などで文字を減らし，写真と表などでシンプルで視覚的に訴えるように作成すると良い．またポスターのフォーマットは後に統一する．
・学自研活動と企画プロセスのポスターがストーリーとして繋がるようにし，最終的に何が言いたいのかが分かるようにする．PDCAの流れに乗るように記載するとよい．
・後に担当者間で個別に相談する．
・ポスターに関しては，講演会前に工学院大学で印刷する．
6.2 アンケート
・これまでのアンケートは，活動のブラッシュアップに活かせていないため見直したい．今年は活動の広報・企画参加者増加の側面を増やしたい．
・企画の連絡が届いているか，学生会員が学生委員会や自動車技術会に何を期待しているか，等を聞きたい．
・アンケートの対象に関しても，昨年までは学生と企業関係者の両方としていたが，アンケートの目的を考え再検討する必要がある．
・こんな企画をやってみませんか，といった形で，新規のメンバーを募集するような告知をしてはどうか，といった意見が出た．
7 次回委員会開催日程
日時：1月25日（土）1000～
工学院新宿キャンパスを予定
8 その他
・3月の委員会に，今年度の企画の良かった点・悪かった点を挙げて，次年度のためにどう進歩すればよいかを会議する．次年度の役職や，新規に連れてくるメンバーについても各自考えてくる．
・自動車技術会功労賞の募集がある．1月24日締め切りである．
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